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２０２６. １　広報あしや
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新年あいさつ

お知らせ

１.17　芦屋市祈りと誓い
■日時　１月17日（土）午前７時～午後５時　

　〈雨天決行〉

■会場　芦屋公園（阪神・淡路大震災慰霊と　

　復興のモニュメント前）

　※駐輪場・駐車場はありません。 徒歩また　

　　はバス等をご利用ください。

　※供花や供物などは、固く辞退します。

　　献花用のお花はご用意します。

■ 問い合わせ　秘書・広報課☎38-2000

　

■日時　１月25日（日） 

　午前９時～正午

　（９時に防災行政無線から

　　　　　放送が流れます）

■会場　市立小学校（８校）

■��内容　防災倉庫資機材説

明、災害用車両展示、心肺

蘇生法・初期消火訓練、備蓄食糧・携帯トイレ配布、炊き

出し訓練、煙体験等

令和7年度 芦屋市防災総合訓練 　

問い合わせ　防災安全課☎38-2093

備蓄食糧などの配布もあります

避難所ってどんな場所？どこにあるの？

※実施内容は各小学校によって異なります。
詳しくはホームページへ▶

　私たち市議会議員は、公職選挙法により年賀状等でのごあいさつが原則として禁じ
られておりますので、市民の皆さまには、例年広報あしやを通じてごあいさつ申し上
げております。
　昨年は、「議会基本条例検証会議」や「こども基本条例（仮称）」などの制定に向けて
のプロジェクトチームを立ち上げ、議員間での活発な意見交換を行うことができまし
た。また、震災の教訓を活かし、市議会では災害が発生した際も速やかに議会機能の立
て直しができるよう「議会BCP検証検討会議」を設置し、議会機能継続訓練の準備を進
めております。
　新春を迎えるにあたり、本年もより一層、民意の反映と市政のチェックという使命
を全うするために、最善の努力を尽くす所存でございます。
　皆さまのご多幸を祈念し、変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げ、新年のごあ
いさつといたします。

本・古着の交換会
「もう読まない本、もう着ない古着、捨てるくらいならだ

れかに使ってほしいなあ～」そんな気持ちをお持ちのあ
なた！まだまだ使える本や古着をお持ちいただき交換
できるリユースイベントを開催します。
■日時　１月14日・28日（第２・４水）午後２時～４時
　※施設や近隣にご迷惑がかかる場合がありますので開催時

　　間前の待機はご遠慮ください。

■会場　公光分庁舎南館２階（公光町5-8）
　※当事業は公光分庁舎北館（リードあしや）とは関係あり

　　ません。

　※駐車場はありません。車で来場される場合は、 近隣のコイ

　　ンパーキングをご利用ください。

 ※汚れ・破損等の状況で交換できない場合があります。

もらう・持参のみ
もできます！

予約不要・無料

当日は以下の回収も受け付けています

■紙資源（チラシ・段ボール
          　  新聞・牛乳パック等）

■使用済みの食用油
■リチウムイオン電池

リユースフェスタ
ごみとして出された家具・自転車をリユースし、無料（自
転車は有料）でお譲りします。リユース品はホームペー
ジで確認の上、往復はがきでお申し込みください。ホー
ムページで確認できない人は、下記日程で見学ができま
す。なお、１階玄関ホールでの無料持ち帰りコーナーは
ありません。
■日時　見学：１月23日～ 24日/引き取り：２月27日～
　28日（午前10時～正午・午後１時～３時）
■会場　環境処理センター・リサイクル棟
■対象　市内在住
■料金　自転車（有料）家具類（無料）
■�申 し 込 み　市内在住の１世帯につき１品申し込み可。
「往復はがき」に、住所・氏名・電話番号・希望のリユース
品の番号・名称を記入し、返信面に本人の宛先を記入し
て、１月31日（土）〈消印有効〉までに環境施設課（〒659-
0032 浜風町31-1）へ。結果は２月中旬にお知らせします。

廃食用油の
リサイクル
回収方法は

◀こちら

環境処理センターの
施設整備に伴い

今回が最後の開催

あなたの“手放す”が
　　　　　　誰かの“役立つ”に！

問い合わせ　環境施設課☎32-5391　

ホームページ

　市民の皆さまにおかれましては新たな年を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。

 本年、芦屋市は「国際文化住宅都市」となってから75年の節目を迎えます。市民の皆さまが

築いてこられた芦屋の魅力をいま一度学び合い、再確認する年にしたいと考えています。

市民同士の相互尊重と対話を基盤に、困難な状況や

社会課題をともに乗り越え、世界一住み続けたい

「国際文化住宅都市・芦屋」を創る決意を新たにして

います。

 旧年中は、本市のまちづくりの指針である「総合

計画」について、市民の皆さまから貴重なご意見を

いただきありがとうございました。これからの５年

間、「学び」「文化」「協働」を大切に、あらゆる世代

の方々との対話を中心としたまちづくりを進めて

いきます。

 本年も更なるご支援とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

芦屋市長　髙島崚輔(右)
          芦屋市議会議長　中島健一(左)


